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　右のスマートシティの未来予
よ

想
そう

図
ず

を見てみま
しょう。この都市は、先

せん

端
たん

技
ぎ

術
じゅつ

と持続可
か

能
のう

性
せい

を組
み合わせた場所としてデザインされています。

　まちの中心には農業ビルと、太陽光パネルが設
せっ

置
ち

された住
じゅう

宅
たく

ビルが並
なら

んでいます。農業ビルとは、
内部や側面に農園、屋上にも庭園などがつくられ
た建物で、住民に供

きょう

給
きゅう

する食べ物を栽
さい

培
ばい

していま
す。高さを生かして上部から雨水を効

こう

率
りつ

よく利用
して、水

すい

耕
こう

栽培ができます。
　まちのエネルギーは、エネルギーセンターと、
企
き

業
ぎょう

の建物・住宅ビル・各家庭の太陽光パネルな
どで得

え

られた再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーから生み出され
る電力でまかなっています。まちの郊

こう

外
がい

では小
しょう

規
き

模
ぼ

水力発電所が稼
か

働
どう

しています。
　まちの公共施

し

設
せつ

、橋、河
か

川
せん

などには小
こ

型
がた

セン
サー★を使った防

ぼう

災
さい

システムがあって、市民はリ
アルタイムの災

さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

を入手できます。
　まちの交通は、CO2を排

はい

出
しゅつ

しない自動運転の電
気自動車（EV）や電動バスが主流となり、歩行
者や自転車のための専

せん

用
よう

レーン（道路）が確
かく

保
ほ

さ
れています。ドローンが空を飛び、必要な物を直

ちょく

接
せつ

家庭にとどけるシステムもあります。
　また、旧

きゅう

跡
せき

など文化的なスポットを、VR（仮
か

想
そう

現
げん

実
じつ

）やAR（拡
かく

張
ちょう

現実）を使用して深く体験でき
るシステムも整っています。観光客や市民は過

か

去
こ

の歴
れき

史
し

や文化をリアルに感じることができます。

　スマートシティは、だれ1人取り残すことなく
持続可

か

能
のう

な未来をつくるため、AI★（人工知
ち

能
のう

）、
デジタル技

ぎ

術
じゅつ

、革
かく

新
しん

的
てき

アイデアを取り入れた新し
い都市です。スマートシティは目に見えるところ
だけが最

さい

先
せん

端
たん

というわけではありません。最先端
の通信技術をつねに取り入れたり、住民の意見が
直接政

せい

策
さく

に取り入れられるシステムがあったり、
都市はつねにアップデートされていきます。ス
マートシティには決まった完成形がありません。

観光　P.19

交通　P.15

交通　P.14
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スマートシティとはどんな〈まち〉？

交通　P.14 教育　P.18

医
い

療
りょう

　P.16

災
さい

害
がい

　P.22

エネルギー　P.12

都市農業　P.20
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次のページからまちのなかの様子
や、スマートシティをつくっている
技
ぎ

術
じゅつ

の紹
しょう

介
かい

があります。



　現
げん

在
ざい

の日本は、エネルギー問題に直面していま
す。2011年の東

ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の東京電力福島第一
原子力発電所の事

じ

故
こ

後、安
あん

全
ぜん

性
せい

に対する心配から
原子力に頼

たよ

らないエネルギー供
きょう

給
きゅう

が求められてい
ます。また、石油や石炭などによる発電は地球温

おん

暖
だん

化
か

を引き起こすため、太陽光や風力、地熱など
の再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの導
どう

入
にゅう

が急がれています。
　スマートシティでは、ビルや住

じゅう

宅
たく

のエネルギー
使用状

じょう

況
きょう

をリアルタイムで確
かく

認
にん

して、むだな消
しょう

費
ひ

を削
さく

減
げん

するエネルギー管理システムの導入、大出
力の発電所だけに頼らない分

ぶん

散
さん

型
がた

エネルギーへの
移
い

行
こう

、交通システムの最
さい

適
てき

化
か

と車のエネルギー消
費やCO2排

はい

出
しゅつ

の削減、スマートグリッド技
ぎ

術
じゅつ

の利
用など、効

こう

率
りつ

的
てき

にエネルギーを生産・使用します。
　また、緑を増

ふ

やすことで暑さをやわらげる取り
組みや、雨水を有

ゆう

効
こう

活用するために貯
ちょ

水
すい

などの施
し

設
せつ

を整えることで水利用を促
そく

進
しん

するプロジェクト
もあります。

エネルギー・環
か ん

境
きょう

●エネルギーシステム

　都市のエネルギーは、大きな発電所でつくられ、
家庭や企

き

業
ぎょう

、施
し

設
せつ

などに供
きょう

給
きゅう

されてきました。し
かし、スマートシティでは、エネルギーをもっと
効
こう

率
りつ

的
てき

で、持続可
か

能
のう

な新しい方法で生み出そうと
考えられています。
　分

ぶん

散
さん

型
がた

エネルギー　都市のさまざまな場所で小
規
き

模
ぼ

にエネルギーをつくるシステムです。例えば、
住
じゅう

宅
たく

の屋根に太陽光パネルを取り付けて、必要な
電気は各家庭でつくるという考え方です。また、
近
きん

郊
こう

の小川などに小規模水力発電機を設
せっ

置
ち

して、

分
ぶん

散
さん

型
がた

エネルギー 集
しゅう

中
ちゅう

型
がた

エネルギー

地
ち

域
いき

ごとにエネルギーをつくることも考えられま
す。
　エネルギーの蓄

ちく

電
でん

　スマートシティでは、電気
を蓄

たくわ

えるための大きな蓄
ちく

電
でん

池
ち

の設置も進められて
います。これにより、電気がたくさん必要なとき
や、太陽光や風が弱くてエネルギーが足りないと
きでも、安定して電気を供給することができます。
　スマートグリッド　都市全体の電気の流れが最

さい

適
てき

になるように制
せい

御
ぎょ

する技
ぎ

術
じゅつ

です。電気の使用状
じょう

況
きょう

をエネルギーセンターがリアルタイムで監
かん

視
し

し、
必要な場所に必要な量の電気を供給することで、
むだを減

へ

らします。
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太陽熱発電

➡

➡ ➡

➡
➡➡

➡
➡

➡➡➡

バイオマス発電

戸建間でも非常時は供給 太陽光発電

風力発電

集
しゅう

中
ちゅう

型
がた

エネルギーは、エネルギーの安
定供

きょう

給
きゅう

に有利ですが、事
じ

故
こ

が起きると
大
だい

規
き

模
ぼ

な停
てい

電
でん

になって、復
ふっ

旧
きゅう

に時間が
かかることがあります。対して、分

ぶん

散
さん

型
がた

エネルギーだと、1つのエネルギー
供給元が故

こ

障
しょう

したとしても、他の発電
施
し

設
せつ

が使えるので、まちのエネルギー
が途

と

絶
だ

えることが少なくなります。

大規模発電
エネルギー供

きょう

給
きゅう

エネルギー供
きょう

給
きゅう

水力発電

洋上風力発電

地熱発電

エネルギー・環
か ん

境
きょう

（写真提供：AP／アフロ）

ドイツのデュッセルドルフ市にあるヨーロッパ最大の緑化ビル。屋根と側面に3万本以上のシデ
が植えられていて、このビルが排

はい

出
しゅつ

するCO2を吸
きゅう

収
しゅう

するという計算数
すう

値
ち

が出ています。デュッセ
ルドルフ市は第二次世界大戦後、自動車優

ゆう

先
せん

の都市計画で、道路がまちを分
ぶん

断
だん

する状
じょう

況
きょう

でしたが、
歩行者や自転車の優先道路を積極的につくるなど環

かん

境
きょう

優先のまちづくりに変えていきました。

●環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

　
　スマートシティがめざすのは、エネルギー問題
の解

かい

決
けつ

だけでなく、環
かん

境
きょう

全体を考えた持続可
か

能
のう

な
都市です。そのため、以下のような環境対

たい

策
さく

が進
められています。
　交通システムの革

かく

新
しん

　自動車の多くは電気や水
すい

素
そ

など、環境への悪
あく

影
えい

響
きょう

が少ないエネルギーを利
用したものに移

い

行
こう

します。また、車を貸
か

し借
か

りす
るサービスや自動運転技

ぎ

術
じゅつ

の導
どう

入
にゅう

により、交通渋
じゅう

滞
たい

や事
じ

故
こ

を減
げん

少
しょう

させる努力も行われています。
　廃

はい

棄
き

物
ぶつ

管理　スマートシティでは、ごみを減
へ

ら
すための取り組みが積極的に行われています。リ
デュース（廃棄物の量を減らす）、リユース（再

さい

利
り

用
よう

）、リサイクル（再生利用）の推
すい

進
しん

や、有機
的なごみ（おもに生ごみ）からバイオガスを生成
してエネルギーに利用する方法などがあります。

　都市緑化　都市のなかに緑を増
ふ

やすことで、気
温の上

じょう

昇
しょう

を防
ふせ

ぎ、居
きょ

住
じゅう

者
しゃ

の健康や心の安らぎも促
そく

進
しん

します。水場のある公園や屋上庭園、緑豊
ゆた

かな
歩道などがつくられ、自然と共生した豊かな暮

く

ら
しをめざします。
　雨水の活用　雨水を集めて浄

じょう

化
か

し、公園など公
共の場所で使う水に利用するシステムも導

どう

入
にゅう

され
ています。これにより、都市の水

みず

資
し

源
げん

を効
こう

果
か

的
てき

に
使うことができます。
　環

かん

境
きょう

教育　子どもや市民全体が、環境やエネル
ギーについて学ぶ機会を増

ふ

やすことで、1人ひと
りが持続可

か

能
のう

な生活を意
い

識
しき

し、実
じっ

践
せん

することが期
待されます。

　スマートシティは、新しい技
ぎ

術
じゅつ

やアイデアを駆
く

使
し

して、わたしたちの生活を向上させると同時に、
地球の環境も守る取り組みです。
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